
2025.7.16

医療法人社団 健育会　理事長  竹川 節男

日本経済新聞の「Deep Insight」に
記事が掲載されました
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日本経済新聞のコラム「Deep Insight」で、2025年6月26日に健育会グループの取り組みが紹介されまし

た。この記事に触発され、私自身もこれまでの30年間を振り返りました。
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日本経済新聞のコラム「Deep Insghit」に健育会グループの取り組みが掲載されました。

【日本経済新聞】

【日本経済新聞】

【日本経済新聞 日経電子版】

記事を担当された村山恵一記者とは、30年来の親交があります。

かつて西伊豆健育会病院の院長を務めていた頃、私は医療現場の責任者と病院経営を同時に担うことの難しさを

感じていました。

私は理事長に就任した際、その経験を活かして「ツートップ制」という経営方針を導入しました。

これは、マネージングディレクターとメディカルディレクターをそれぞれ配置し、医療と経営の役割を分離した

ものです。この先進的な取り組みに村山記者が興味を持ち、30年前に記事として取り上げてくれました。

（出典：2025年6月25日　日本経済新聞　日経電子版）

（出典：1996年2月17日日本経済新聞夕刊）



同じ頃、私は経営の知見を深めるため、社団法人経済同友会への入会を決めました。当時、医師が経済同友会に

入会するのは、前例のないことでした。その後、40代で医療改革委員会の初代委員長に就任。以来、社会保障

改革委員会や規制改革委員会の副委員長を務めるなど、10年間にわたって活動をしてきました。

当時、私は日本の医療改革を推進すべく、様々な政策提言を行いました。自ら申し出た以上、その計画を遂行し

なければならないという強い使命感から、「海外からの医療従事者の受け入れ」や「中立的第三者機関で医療事

故紛争を迅速解決」といった提言の実現に尽力しました。これらの提言は、現在日本の医療現場に深く定着して

います。
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（出典：社団法人経済同友会「医療先進国ニッポン」を目指して
-医療改革のビジョンと医療サービス提供体制の改革-表紙）

（出典：社団法人経済同友会「医療先進国ニッポン」を目指して
-医療改革のビジョンと医療サービス提供体制の改革-奥付）

（出典：社団法人経済同友会「医療先進国ニッポン」を目指し
て-医療改革のビジョンと医療サービス提供体制の改革-目次）



3

海外からの医療従事者の受け入れについては、当時、日本における医療・介護の人材不足が容易に想定されたた

め、2004年経済同友会提言「医療先進国ニッポン」を目指して」のなかで外国人の積極的な受け入れを明記し

ました。健育会グループでは、この提言に先立ち、ケアポート板橋において日本語学校と連携し、フィリピンの

留学生2名のトライアルを実施していました。ご利用者との相性も良く、日本の介護に適合すると判断し、EPA

制度元年となる翌年には、インドネシアより介護福祉士候補生1名の受け入れを開始しました。以後、今日まで

に累計18名の候補者を受け入れ、現在も3か国（尼・比・越）13名の仲間が定着しています。2013年9月に

は、当時の天皇皇后両陛下による行幸啓訪問に当施設をお選びいただき、EPA介護福祉士候補生に対して「日

本の高齢者を支えて下さり、ありがとうございます」と一人ひとりにあたたかいお言葉を掛けていただきまし

た。

30年の月日が経ち、村山記者は「日本の医療業界における経営改革は一向に進んでいない」と述べています。

残念ながら、私自身も同様の気持ちを抱かずにはいられません。

しかし、村山記者は健育会グループの経営スタイルを例に挙げ、「工夫次第で良い医療を目指すことは可能であ

る」とも語っています。この点については、私も深く共感しています。効率的かつ質の高い医療を提供すること

は、工夫と努力次第で十分に実現可能であると私は確信しています。

健育会グループは、「光り輝く民間病院グループ」を理念に掲げ、質の高い医療を提供してきました。医経分離

の「ツートップ制」をはじめ、全員参加型の「Our Team経営」の実践。医療DXの積極的な導入や、職員がや

りがいを持って働けるよう、充実した福利厚生を整えるなど、さまざまな工夫を凝らしています。

健育会グループは、「失われた30年」と称される厳しい経済状況を、工夫を凝らすことで乗り越えてきまし

た。

日本の医療介護業界は、防衛費や少子化対策の強化に伴い、今後さらに困難な局面を迎えることが予想されま

す。そうした中にあっても、私たちはこれまでの30年間で培った経験と学びを活かし、いかなる時も工夫を凝

らし続け、効率的かつ質の高い医療を提供できるよう、日々邁進していきたいと考えています。


